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本研究の目的

１) 密度効果を加味した個体群動態モデルを用いて努力量に対する抑制効果を検証する

２) 将来予測と検証を毎年行うことによって捕獲努力量を調節し、順応的な外来魚対策を行う

浮島内の様子様子

オオミズゴケとハリミズゴケオオミズゴケとハリミズゴケ

京都市深泥池（面積約京都市深泥池（面積約9ha9ha，周囲約，周囲約1km1km）は、北方系と南方系の）は、北方系と南方系の

多様な動植物が共存するため天然記念物に指定されている。しか多様な動植物が共存するため天然記念物に指定されている。しか
し、外来魚の侵入によってその生物群集は大きく変わってし、外来魚の侵入によってその生物群集は大きく変わってしまてしまていい
る。深泥池ではる。深泥池では水生生物研究会水生生物研究会を発足させ、を発足させ、19981998年から年からブルーギブルーギ

ルルととオオクチバスオオクチバスを対象とした外来魚対策事業を市民と研究者がを対象とした外来魚対策事業を市民と研究者が
中心となって実施している。中心となって実施している。

図図11 調査地調査地
エリ網による外来魚捕獲エリ網による外来魚捕獲

モンドリで捕獲されたブルーギルモンドリで捕獲されたブルーギル

図図22 漁法・対象魚漁法・対象魚

駆除方法は、駆除方法は、エリ網エリ網、、投網投網、、
刺し網刺し網、、モンドリモンドリ、、産卵床破壊産卵床破壊
の複数の方法を組み合わせの複数の方法を組み合わせ
て行った。て行った。

ブルーギルとオオクチバスのブルーギルとオオクチバスの
み除去し、それ以外の魚種はみ除去し、それ以外の魚種は
再放流した。再放流した。刺し網にかかったゲンゴロウブナとバス刺し網にかかったゲンゴロウブナとバス モンドリに産卵されたバスの卵モンドリに産卵されたバスの卵
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図図33 ブルーギルの個体数変動ブルーギルの個体数変動

19981998年に年に9,5459,545尾だったブルーギル個体群は，尾だったブルーギル個体群は，20062006年には年には210210±±4242尾尾
まで減少し、駆除開始からまで減少し、駆除開始から99年目にしてようやく個体群の根絶を検討する年目にしてようやく個体群の根絶を検討する

段階に達した。段階に達した。

密度と生存率を指数関数に近似した内田モデル密度と生存率を指数関数に近似した内田モデル

(a = 1, 2, 3)

Ry : 除去率 = 除去数/1+以上の個体数
Py : y年の1+以上の個体数
Dy : y年の個体数密度 = y年に駆除されず
に残った個体数
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a : 年齢級数 Sa,y : 生存率

BevertonBeverton and Holt and Holt の再生産曲線の再生産曲線
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y : 年 My : y年の繁殖個体数
Rb : 産卵床の破壊率 Rs : 繁殖期前の3月
から5月までに除去された個体数の割合
N<4 : 四歳魚以上の個体数
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20042004年以降、成魚の駆除数はあまり変化していないが稚魚年以降、成魚の駆除数はあまり変化していないが稚魚

の捕獲数は大きく増加している。ブルーギルの密度が減り、の捕獲数は大きく増加している。ブルーギルの密度が減り、
稚魚期の捕食圧が低下した為と思われる。稚魚期の捕食圧が低下した為と思われる。
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図図44 オオクチバスの個体数変動オオクチバスの個体数変動
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図図55 ブルーギルの個体数の将来予測ブルーギルの個体数の将来予測

20062006年の駆除努力量を継続すれば、成魚の駆除率年の駆除努力量を継続すれば、成魚の駆除率8585--9898%%、産卵床の破壊率、産卵床の破壊率7070--
9090%%、繁殖前の成熟魚の駆除成功率、繁殖前の成熟魚の駆除成功率3535--4545%%の成果が期待できると仮定し、エクセの成果が期待できると仮定し、エクセ
ルのマクロで、ルのマクロで、10,00010,000回の試行を行い絶滅確率を求めた。回の試行を行い絶滅確率を求めた。

その結果、その結果、20142014年には根絶確率は年には根絶確率は5050%%となる。となる。3030年後に年後に9696%%で横ばいとなることがで横ばいとなることが
分った。しかし、分った。しかし、20072007年の個体数は年の個体数は20062006年と同程度に留まると予測された。モデル年と同程度に留まると予測された。モデル
では、産卵床を一つでも破壊し損ねると個体数はでは、産卵床を一つでも破壊し損ねると個体数は200200--300300尾になると推定される。尾になると推定される。

→→根絶には根絶には20042004年のように産卵床の全破壊が重要。年のように産卵床の全破壊が重要。
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20002000年の努力量では、成魚の駆除率年の努力量では、成魚の駆除率2525--3535%%、産卵床の破壊率、産卵床の破壊率00%%、繁殖前の、繁殖前の
成熟魚の駆除成功率成熟魚の駆除成功率55--1010%%の成果が期待できると仮定した。の成果が期待できると仮定した。

モンドリによる駆除をやめた場合、個体数はモンドリによる駆除をやめた場合、個体数は70007000尾にまで増加してしまうと推尾にまで増加してしまうと推
定された定された。。

このように、このように、仮定を変えることにより、事業規模に応じた努力量に対する抑制仮定を変えることにより、事業規模に応じた努力量に対する抑制

効果も推定できる。効果も推定できる。

→→ホームページ上でエクセル上で動くプログラムとして公開予定。ホームページ上でエクセル上で動くプログラムとして公開予定。
深泥池水生動物研究会深泥池水生動物研究会 http://www.jca.apc.org/~non/http://www.jca.apc.org/~non/ (HP(HP管理者管理者 高井利憲高井利憲))

図図6 6 モンドリによる捕獲をやめた場合の将来予測モンドリによる捕獲をやめた場合の将来予測

まとめ

１) 1998年に9,545尾だったブルーギル個体群は，2006年には210尾まで減少し、駆除開始から9年目にしてよ
うやく個体群の根絶を検討する段階に達した。

２) 将来の個体数変動と絶滅率をシミュレーションした結果、2006年レベルの駆除努力を継続すれば、2009年
には50尾以下に減少し、2014年には絶滅確率が50％を越えると予測された。

密度依存を考慮した個体数動態モデル密度依存を考慮した個体数動態モデル

①，②式より、λ,αa,βa (a =1,2,3)を求める。その際、個体数を推定値の偏差に従い
正規分布にプログラムでばらつかせ、 λ,αa,βaを求めた。その試行を10,000回繰り
返し、λ,αa,βaの平均値と誤差を定数として用い将来予測を行った。
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絶滅確率はPyが四捨五入して1以下となった時、絶滅と仮定した。

オオクチバスオオクチバス

エリ網で捕獲された外来魚の稚魚エリ網で捕獲された外来魚の稚魚
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